


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
自給率100%以上のAは北海道、50〜100%のBは宮城、10%未満のCは神奈川である。大消費地
を抱える都府県は自給率が低く、東北や北海道は高い傾向を示す。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
自殖性作物であるイネやトマトなどでも雄性不稔性などを利用して一代雑種（F1品種）が
広く実用化されている。他殖性の強い作物に限られるとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は③
タマネギの可食部は葉が変形して養分を蓄えた鱗葉（葉）が重なり合った鱗茎である。根
を可食部とする記述は植物形態学的に誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は③
甘ガキは脱渋のために生育期の高温を必要とし、年平均気温13℃以上の温暖地が生育適地
となる。耐寒性の高い渋ガキよりも温度適応範囲が広く北海道で栽培可能とする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-5
正解は①
培地を用いない水耕と培地を用いる固形培地耕に大別される。根の大部分が養液に浸る方
式が湛液水耕（DFT）、鉱物を繊維状にした培地を用いる方式がロックウール耕である。

●問題Ⅲ-6
正解は④
Aは練馬・三浦・桜島の大根、Bは開田・津田・伊予緋のかぶ、Cは下仁田・九条・伯州の
ねぎ、Dは立川・大浦・堀川のごぼうに対応する伝統野菜の組み合わせである。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
多くの種子は暗条件で発芽するが、レタスやシソ、タバコなど光の照射によって発芽が促
進される好光性種子も存在するため、発芽に暗条件が必須とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は②
ライスセンターは主に乾燥・調製を行う比較的小規模な施設である。乾燥・調製から大型
サイロによる長期貯蔵まで行うカントリーエレベーターのほうが規模が大きい。

●問題Ⅲ-9
正解は①
窒素肥料の過用は葉身を過繁茂にさせて耐冷性を低下させ、障害型冷害を助長する。追肥
によって回避できるとする記述は被害を拡大させるため誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は④
植物ウイルスに対する治療薬（抗ウイルス剤）は実用化されていない。防除は媒介昆虫の
駆除、弱毒ウイルスの事前接種、ウイルスフリー苗や抵抗性品種の利用に依存している。

●問題Ⅲ-11
正解は①
アブラムシ類は好適条件下では雌が交尾なしで直接幼虫を産む単為生殖（胎生）を行い、
短期間で爆発的に増殖する。有性生殖で増殖力が高くないとする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-12
正解は④
微生物農薬は病原菌や害虫に対して緩やかに作用して定着するため、速効性や殺傷力は一
般に化学農薬よりも遅く穏やかである。効果の発現が早く効力が高いとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-13
正解は②
重力水が重力により下層へ流下し去った後に土壌粒子に保持される水分量は圃場容水量（
最大毛管容量）と呼ばれる。有効水分量は圃場容水量から永代萎凋点までの水分量であ
る。

●問題Ⅲ-14
正解は①
遊離酸化鉄欠乏による根腐れは老朽化水田、リン酸固定と低温漏水は火山灰土水田、粘土
不足による保肥力低下は砂礫質水田、難透水性による排水不良は重粘土水田の特徴であ
る。

●問題Ⅲ-15
正解は②
健康日本21では成人1日当たりの野菜摂取目標量を350g以上と定めているが、近年の平均
摂取量は約280g〜290g程度で推移しており目標は達成されていない。

●問題Ⅲ-16
正解は①
食品安全基本法に基づくリスクアナリシス（リスク分析）は、科学的知見に基づくリスク
評価、行政的措置を講じるリスク管理、関係者間で意見交換するリスクコミュニケーショ
ンで構成される。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
ボツリヌス菌などの細菌芽胞（胞子）は極めて高い耐熱性を持ち、80℃では死滅しない。
完全に殺菌するには120℃で4分間以上の加熱（オートクレーブ殺菌）が必要である。

●問題Ⅲ-18
正解は③
アバディーン・アンガス種は英国スコットランド原産の黒色無角肉用種である。体格は中
型で肉質が良く、外国産肉専用種の中では比較的脂肪交雑が入りやすい品種である。

●問題Ⅲ-19
正解は③
豚は季節に関係なく繁殖可能な周年繁殖動物であり、性周期は約21日、妊娠期間は約114
日（3か月3週3日）であるため、記述が正確に合致する。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
家畜糞中に含まれる窒素やリンなどの多くは有機態であり、土壌中の微生物によって無機
化されて初めて作物に吸収される。分解されずに即座に直接供給されるとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-21
正解は②
平成22年に宮崎県で292戸の発生をみたAは口蹄疫、平成13年以降に数件確認されたBはBSE
、冬期に散発するCは高病原性鳥インフルエンザ、国内清浄化されていたDは豚熱（豚コレ
ラ）である。

●問題Ⅲ-22
正解は③



密封により好気性細菌の呼吸で酸素が消費され嫌気条件となる。材料草の水分を70%以下
に予乾することで有害な酪酸菌の増殖を抑え、耐乾性のある乳酸菌による発酵が優占す
る。

●問題Ⅲ-23
正解は①
粗飼料は植物体の茎葉部を主として利用する飼料であり青刈トウモロコシや乾草などが該
当する。濃厚飼料は栄養価の高い子実（穀類）や油粕類などを利用する。

●問題Ⅲ-24
正解は③
水田灌漑用水は広大な水田面に湛水され地下水涵養や河川への還元など地域の水循環に極
めて大きな影響を及ぼす。畑地灌漑のほうが影響が顕著とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は②
里地里山は人の適度な農林業活動によって維持されてきた二次的自然であるため、農村の
過疎化や耕作放棄の増大による管理放棄は生物多様性の劣化をもたらす要因となる。

●問題Ⅲ-26
正解は①
老朽化する農業水利施設に対し、定期的な機能診断によって変状を把握し、適切な時期に
補修・補強等の保全対策を実施して施設の長寿命化とLCC低減を図る手法である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
火山灰土壌（黒ボク土など）は多孔質で透水性に優れるが、土粒子が軽く凝集力に乏しい
ため、大雨で表面流出水が発生すると容易に侵食されて激しい水食を受ける。

●問題Ⅲ-28
正解は②
我が国の水田における盛夏期の日蒸発散量は通常5〜8mm/日程度である。12〜15mm/日程度
とする記述は過大であり、不適切である。

●問題Ⅲ-29
正解は③
畦畔は土を盛って築造された水田区画の境界であり、湛水状態の維持や区画の保全という
基盤的役割のほか、農作業時の管理通路や農薬・肥料散布の足場として機能する。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
用水機場では一般に高揚程・小流量に適した渦巻ポンプや斜流ポンプが用いられ、排水機
場では低揚程・大流量に適した軸流ポンプや斜流ポンプが用いられるため記述は逆であ
る。

●問題Ⅲ-31
正解は⑤
土地改良施設の重要度区分は、万一の損壊に伴う下流住民の人命や人家・公共施設への二
次被害の危険度、被災時の社会的・経済的影響度などを総合的に評価して決定される。

●問題Ⅲ-32
正解は④
力は作用点・大きさ・方向の三要素を持ちベクトルで表される。静止状態では水平分力・
垂直分力・モーメントの和がゼロとなり、この3条件だけで断面力が定まるものを静定構
造物という。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤



中山間地域は国土面積の約7割（2/3）を占めるが、山林が多く耕地率は1割程度である。
しかし全国耕地面積の約4割を占め、傾斜1/100以上の水田割合は約8割に達する。

●問題Ⅲ-34
正解は③
定常流における連続の式（流量Q=A1v1=A2v2=一定）より、管路断面積が1/2に縮小された
部分の断面平均流速は元の2倍となる。4倍とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は①
溶存酸素（DO）は水中に溶解している酸素量である。水中の有機物汚濁が進むと好気性微
生物が分解のために酸素を大量に消費するため、DOは低下（減少）する。


